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❹天満天神社
菅原道真をお祀りしている社（西花尻279）

正式には天満大自在天（没後の菅原道真を神格化した呼称）神社
菅原道真を祭神とし、15世紀ごろ、吉井大和守がこの地への移住に際し、氏

神として奉斎したとされる。この地域には吉井姓の子孫が多く在住している。ある
子孫の話では先祖は播磨から来たと言い伝えられているとのこと。大和守がいか
なる人かはわからない。

昭和18年（1943）には、神
しんせんへいはくりょうきょうしんじんじゃ

饌幣帛料供進神社に指定されている。
※神饌幣帛料供進神社： 明治から終戦まで、勅令に基づき県令によって県知事から祈年祭、新嘗
祭、例祭に神饌幣帛料を供進された郷社や村社を指す
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天満天神神社　風致保存碑
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風致保存とは？　（碑には「風地」と刻まれているが間違いカ）

風致地区とは、大正8年（1919）に制定された都市計画法において、都市内外の自然美を保存するために創設された制度。
村の有志が、この宮を中心に自然の景観を保存し村民の安息の場にした。

帰米者とは？
明治30年代以降、アメリカへの農業労働者として出国し帰国した人。国策としてのブラジル移民は明治41年の笠戸丸に始まる。
大正8年（1919）風地保存の事業を行った際、アメリカ帰りの人6名が世話役をしている。近隣の地区からも、同時期に農業労働者と

して渡米した人たちが多い。
近くの例では

※1 東花尻の天神社の記念碑には、15名の在米の氏子の名がある。
※2 庭瀬八幡神社の鐘の寄進者9名のうち高額寄進者の上位3名は在米者である。
　　（昭和34年鋳造の鐘に鋳込んであったが、現在の物は平成になって再鋳され、寄進者名は書かれていない）
※3 薗崎神社（延友）の鐘の寄進者
※4 中正院内の渡米者芳名碑　等々
この地域では現在でも、渡米した成功者の話が多くの集落で伝えられている。
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❺御
おん ざ き ぐ う

﨑宮
大吉備津彦命のお墓守護の社（西花尻354-1）
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御崎宮（西花尻） 神社の由来・配置図
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創建：延喜年間
祭神：吉備武彦命
来歴：醍醐天皇の延喜年間（900年頃）、大吉備津彦命
の御墓守護の社として創建されたという。
屋根瓦の紋は「丸に五七の桐」。誰の紋か？

社号の額は美術愛好家の氏子の手によった。
難波 佐久男　書　
森安　 毅　　刃

この碑は天保の頃（1830年代）、
この集落の為に犠牲となった僧の
怨霊を鎮める為、明治になって建て
られ、毎年祭祀した。

銘の意味は「怨んで退いてゆ
く僧を祭る」と云う意味らしい。
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